
瀬 戸 内 の 森 と林

一 自然林の生育とその生態的機能を考える

三 枝 誠 行

岡山大学教養部自然系

は じめ に

植物の生育する種類からみると,日本列島は3

つに区分することができるOすなわち,温暖な地

域には照葉樹林帯が,やや気温の低い地域には夏

緑樹林帯,さらに気温の低い北海道や本州の山岳

地帯には針葉樹林帯が形成されている｡

中国 ･四国地方では,瀬戸内を含む広い範囲に

照葉樹林帯が見られ,夏繰樹林が出現するのは山

間部の限られた地域である.本文では,これらの

森林を構成する代表的な樹種を挙げ,極相林かで

きるまでの過程を示した｡また,瀬戸内の野山に
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図 1 日本列島における植物の水平分布

照葉樹林は南西諸島から西日本にかけて,夏繰樹

林は中国 ･四国 ･九州の山間部,およUF東日本一帯

と北海道の南部に分布する｡また,本州の山岳地帯

と北海道の大部分は針葉樹林帯に含まれる｡(高等学

校 ｢生物｣教研出版より改写)

見られる植物の特徴を記し,私達の身のまわりの

自然はどのような状態にあるかを示した｡さらに,

現在ではほとんど見られなくなった自然林の果た

す生態的機能について私見を述べている｡

二の小論文は,去年 7月に吉備高原の林原生物

化学研究所で私の行った講演の要旨として書かれ

たものであるか,本文の内容は実際の講演のそれ

とはかなり異なっている｡その時にお話しした事

柄をもう少し一般化した記述であるとお考えいた

だければ幸いである｡

照葉樹林と夏緑樹林

図1に見られるように,照葉樹林は九州,四国,

本州の中国地方から関東および北陸の低地に分布

する林で, ドングリをつけるカシノキの仲間 (ア

ラカシ･シラカシ･ウラジロガンなど),あるいは

暖地に広 く分布するシイ(､ソブラジイやスダジイ)

がその代表的な樹種である｡その他,葉を裂 くと

良い香りのするクスノキやヤブニッケイも含まれ

とく ら
図 2 徳倉神社 (御津郡御津町)の杜

/J､規模ではあるが,照菓樹の天然林が見られるO

矢印aがツプラジイの木を,bがアラカシの木を示
す
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る｡

照葉樹林は,日本人がこの島に定着して以来,

その生活を支えてきた｡それゆえ,古くから伐採

が進み,今では自然状態で残っている森 (自然林

あるいは天然林)はほとんど存在しない (図2)0

以前環境庁によって行なわれた ｢緑の国勢調査｣
(昭和54年度と昭和58-61年度)では,天然林と

言えるような照菓樹の杜は国土のわずか1%にし

か過ぎないほどに減少していた (朝日新聞,平成

元年1月13日)｡ 立派な照葉樹林は,鎮守の森とか

離島に限られてしまっている (表1)0

なお,この表では奄美 ･沖縄諸島も照葉樹林帯

に含められている｡ この地域は,一般的な感覚で

は,亜熱帯林である｡ 河口にはマングローブ林が

広がり,家の庭先には真紅の花をつけるデイゴや

-イビスカス,山中にはへゴやガジュマル,ノヤ

シという熱帯や亜熱帯に生息する植物があるのだ

から,これは当然のことである｡ しかし,琉球諸

島の山林はシィ.(スダジイ･ツブラジイ)やカシ

(オキナワウラジロガシ),タブノキやイスノキに

よって占められていることもまた事実である｡ 特

にシイの多きには目を見はるばかりで,3月から

4月にかけての開花期には,山道は強烈な花の臭

いにむせかえるほどである｡このように,琉球諸

島の植物相は亜熱帯の要素が強いけれども,優先

種という点に注目すれば明らかな照葉樹林である｡

日本列島の西半分を照葉樹林が占めるのに対し,

東半分,つまり関東内陸部から東北地方を経て北

海道南部に至る地域には,夏緑樹林が発達する｡

この森は,照葉樹林に比べ,気温の低い地域に形

成され,ブナや ミズナラを始めとし,カエデの類

などが混じる植物群落である｡

中国地方では夏緑樹林帯の占める割合はもとも

と小さく,山地帯にわずかに見られるのみである｡
だいせん

代表的な林として,鳥取県の大山周辺のブナとミ

ズナラ (図3)の天然林が挙げられよう｡ 大山の

ブナ林はよく発達し,登山道の入り口から中腹に

かけての巨大なブナ林は四季折々の風景を楽しま

せてくれる｡ また, ほとんど訪れる人はいないが,
からすが せん

大山三の沢から鳥ヶ山にかけてのブナ林も見事を

ものである｡

ブナ林は静かな場所である｡ 葉陰からこぼれ落

表 1 日本列島に残る照葉樹林と夏緑樹林

A くまだ残る大規模な常緑照葉樹林> (環境庁調べ)

名 称 都道府県名 面積(-クタール)

綾北川上流域及び大森岳
周辺の照葉樹林

トクソ山系の照葉樹林

西表島中部山地の自然林

尾鈴山西麓の照葉樹林

御蔵島の自然林

境川流域の照葉樹林

普久川上流域の照葉樹林

日豊海岸の崖斜面低木林

屋久島のヤマグルマ林

小松山系の照葉樹林

鰐塚山周辺の照葉樹林

高瀬峡谷のアラカシ林

湯湾岳東面のスダジイ林

肝属山地の照葉樹林

竹林寺,用倉山,深山峡
の自然林

神津島北部のスダジイ林

東岳の照葉樹林

対馬御岳の山地自然林

掃部岳北西稜の照葉樹林

西銘岳周辺のスダジイ林

屋良部岳の照葉樹林
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Bくまだ残る大規模なブナ自然林> (環境庁調べ)
名 称 都道府県名 面積(-クタール)

狩場山塊のブナ林

栗駒山周辺のブナ林

国見岳周辺のブナ林

赤石川及び粕毛川源流の
ブナ林

大千軒岳の自然林

葛根田のブナ林

カヤノ平のブナ林

日原川上流域の自然林

北海道 10700
秋田,岩手 8750
宮崎,熊本 7733

秋田,青森 6300

北海道

岩手

長野

東京

朝日岳～小沢岳のブナ林 群馬

大平山のブナ林 北海道

蔵王山北部及び雁戸山の
ブナ林

山形

美利河のブナ林 北海道

生保内川源流部のブナ林 秋田

武尊山北面のブナ林

丹沢山のブナ林

翁山 ･小国川源流部のブ
ナ林

関田山脈のブナ林

大旭又沢のブナ林

白岩岳のブナ林

諏訪山のブナ林
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この表 (A)では琉球諸島に分布するシイやタブの天然林
も照葉樹林として示してあるが,これらの林を亜熱帯林と

して除いた場合,純粋な照葉樹林の天然林はもう日本列島

には全 くと言ってよいほど残っていないことがわかる｡(辛

成元年 1月13日朝日新聞より転写)



図3 夏緑樹林の代表的な樹種であるミズナラと7■ナ

手前の2股に分かれている木 (a)がミズナラ,

背後にある2本の木 (矢印b)かフナ 〔ある｡両村
とも幹の表面に斑模様が見られるか,これは木か成
長すると自然に付着する地衣徴によるもcr)｡な3,I,
ミズナラの幹の中程に白い花 (矢EI]C)が見;iれる

が,これはツルアジサイ (別名ゴト巾り+/し)I)花で
ある｡ツルアジサイの花には多くの昆虫か哨来する｡

(大山三ノ沢,文珠堂にて撮影)

ちる陽光を仰ぎ,鳥の噸 りにしばし耳を傾け,山

の静寂にひたることができるOかと思えば,いつ

の間にか濃い霧に被われ,やがて強い風 と横なぐ

りの雨に見舞われることもある｡目まぐるしく変

化する気象条件と,尾根筋の歪曲した樹木の姿は,

夏緑樹林帯の置かれた厳しい自然環境をよく物語

っている｡

照葉樹林 と同様に,ブナ林 i)年々減少の一途を

たどっている｡同じ環境庁の調査 (表 1)によれ

ば,ブナ自然林は国土のわずか3.9% (森林の5.8

%)にしか達せず,伐採 した後に再生 したブナの

二次林を含めても,国土の6.40/.しか残-)ていない

ことが明らかになった｡

毎年伐採によってその面積を著しく減少させて

いる照葉樹林や夏緑樹林であるか,その他の森や

林は一･休どういう状態なのか,そのことを植物群

落の遷移という面からみてみたい｡

植物群落の遷移と天然林

植物群落は伐採や野火を含めて,いろいろな原

因で破壊される｡これらの要因のうち,最も激し

いのは溶岩の流出である｡伊豆大島は噴火や溶岩

流出のあった年代がわかっているので,植物群落

の遷移を間接的に調べることができる(図4)｡同

様な調査は桜島でも行われ,これらの結果から植

物群落の遷移に必要な年数は次のように推定でき

た｡

まず,冷えた溶岩が風化を始めてから地衣 ･コ

ケ頬が見られるまでに20年の歳月が経過する｡こ

のような場所にはやがてススキやイタドリが生え

るが,それまでに30年かかる｡さらに, ノリウツ

ギやヤシャブシというような低木林期に達するま

でに50年,ヒサカキやネズミモチに混ってアラカ

シ (図5)が見られるようになるまでさらに100年

が必要で,結局カシやシイの天然林に達するまで

総計5UU年から700年もかかるという｡なぜ時の流

れとともに樹種が少しずつ移 り変って行 くのかと

いうと,それは後に述べる生命環境への適応の結

果と考えられる｡要するに,生物自身によって作

り出される環境が時とともに少しずつ変化してく

るからということである｡

ただ,溶岩の流出などはめったに起こることで

はない.だから-から始まる遷移などはほとんど

見る機会はないが,伐採や野火によって起こる二

次遷移はごく普通に見られることである｡この場

合には,植物の生育に必要な土壌が残ることと,

その中に植物の種子 ･地下茎 ･根などが残ってい

るため,回復は著 しく早い｡速い場合には100年も

経ては,天然林に近い状態ができあがってしまう

のではないだろうか｡

だから,先ほど紹介した照葉樹林や夏緑樹林 も,

伐採後放置しておけば,しばらく経つうちに立派

な天然林が再生されることになる｡しかし,現実

はそうはなっていない｡伐採後はスギやヒノキの

植林が行われる山が多いことと,近年ではゴルフ

場の造成などに利用されてしまう野L】｣の面榎 も決

して少ないとは言えまい｡
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図4 伊豆大島における植物群落の分布

三原山を中心に,裸他 低木林,常緑落葉混交樹林が同心H状に分布し,地層の形成年代との対応を明確に/示して
いる｡また,極相状態に達したスダジイとタフ･の林は非常に古い時期から形成きれた地層の上に形成されている｡し高

等学校 ｢生物｣(第-学習社と数研出版)のEglを改写したもの〕

図5 アラカシの葉
菜の真申よr)後ろ側,-りの部分にある切れ込み

と,枝の先に芽がかたまって生えているのが特徴｡

シイと速い,カシは大然林でなくても見られる｡特

に7ラカシはどこの林でも非常に多く見られる｡(徳

倉神社の境内にて撮影)

瀬戸内の植物環境の特徴

瀬戸内地方には照美樹の自然林は全 く残ってい

ないと言ってもよい｡幸いにして多くの野山はま

だ緑に覆われているが,これはすべて伐採後にで

きた二次林と呼ぶ林である｡私達の身近にある野

山を想像していただきたい｡春になると新緑に染

まる林を思い浮べることができるはずである｡そ

れらはコナラやアベマキ ･キリ･アカメガンワな

どが混成した林である(図6)｡所々に常緑の広葉

樹があれば,その中にアラカシやクスノキがあり,

時が経てば優占種 となって天然林に至る｡

このような点は,琉球諸島を除くどこの照葉樹

林の二次林にも見られる一般的な景観である｡一

方,瀬戸内地方には,以下に述べるように別な特

徴も見られる｡

瀬戸内海に面した地域は雨量が比較的少ない｡

特に岡山 ･香川を含む瀬戸内の東側は少なく,と

もに年間1100mm台である｡こうした土地によく見

られる樹木がアカマツである｡樹皮が赤褐色であ

るところからその名が付いた樹で,岡山県では瀬

戸内の島々を始めとして,県南部から吉備高原一

帯に広く分布し,純林を形成しているところも多

い｡

瀬戸内の島々や沿岸の地層は花尚岩や玄武岩が

風化して形成されたものという｡こうした地層の

土地 (ヤセ地)はもともとアカマツの生えやすい
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図6 コナラやアベマキを主体とした雑木林

コナラやアベマキは落葉樹であり,樹皮にも特徴

があるので冬でも他の樹種から容易に区別できる｡

また,写先の下部に見られるのは,シイタケ栽培用

に積まれたほだ木であるが,ほだ木にはコナラやア

ベマキがよく用いられるOなお,まばらに生えてい

る常緑広葉樹はアラカシである｡(徳倉神社付近にて

撮影)

ことに加え,人間が森林を破壊すると一層アカマ

･ソ林に変りやすくなる(四手井,1974)｡瀬戸内に

アカマツ林の多い理由はこれではっきりするか,

美しかった林も今やマックイムシの被害によって,

赤茶け,無残な姿をさらけ出している野山が多い｡

原因については種々議論があるが,ここでは触れ

ない｡

ヤセ地に生育するもうひとつの樹種にネズ (図

7)がある｡葉はマツに似て細 く尖っているが,

ずっと短かく,頑丈である｡別名をネズミサンと

言うぐらいだからどのような植物か大方の見当が

つ くであろう｡アカマツや広葉樹の疎林によく見

かける低木で,県南部に特に多い｡

ネズの生えているところには,コバノミツバツ

ツジも見られる｡この低木は普段はあまり目立た

ないが,4月中旬から下旬にかけていっせいに桃

色の花をつける｡その時こそ本種の数の多きがわ

かろうというものである｡最盛期(4月20日前後)

には山道の傍は至る所このツツジで覆れるので,

名前は知らなくともよく記憶されている方も多い

と思う｡人里のにおいの強い植物である｡さらに

道端の林床にまで目をやると,シダ植物が目につ

くが,これはコシデであって,県南部の野山には

特に多く見られるO

要するに,瀬戸内地方の土壌はもともとやせて

図7 ネズの木 (A)と兼 (B)

本種は県南部,すなわち備中高松付近から海岸沿

いにかけて非常に多い｡およそ虫も食わないような

木と思っていたら, 予想に反して,ヒノスギカミキ

リやケブカマルクビカミキリの食樹であった｡(備中

高松付近にて撮影)

いる上に雨量も多くない｡そこに人手が加わって

アカマツ林が増加してきた07カマツかない所で

は,アベマキやコナラなど,あるいはアラカシの

混った二次林である｡いずれの林も,林床までよ

く日光のさし込むような場所には,ネズ,コバノ

ミツバツツジ,さらに林床ではコシタが生育する

という景観がよく見られると言える｡また,海岸

沿いにはウバメガシの純林がよく発達している所

が多いが,これも瀬戸内地方の植生の特徴と言っ

て良いかも知れない｡

なお,先に述べたように,瀬戸内には照菓樹の

自然林は無い｡しかし,あえて探し出してみると,
がぎゆうぎん

細々とは存在する｡私の知る範囲では臥牛 山 (高

梁市)の林が最も広い｡ここは城の本丸が残 り,

周囲の樹木とともに保有されている｡現在では城

跡とその付近の樹木がよく調和していることを考

えれば,伐採されることは無いと思う (しかし,

人間の都合ばかり考えている人も多いので,その

危険が全 くない訳ではない)｡中腹より上に,広い

面積とは言えないが,カシを始めとして,モミ･

ケヤキ ･カゴノキなどが生え,照葉樹の典型的な

森を見ることができるOその他,牛窓神社 (邑久

那)や金川の徳倉神社 (図2)にも小規模ながら

自然林に近い状態が残っている｡



照葉樹林の発達 した区画は,大半が神社の境内

や裏山である｡照葉樹の自然林を保護するために,

大小数多の神社が果たしてきた役割は,結果的に

せよ,極めて大きなものがある｡そして,この自

然林は,二次林では生活の成 り立たない貴重な数

多くの動物もまた育て続けて来たのである｡

自然林と動物一 種の多様性を考える一

動物は食物連鎖の関係から言えば,消費者であ

って,生計を直接 ･間接に生産者たる植物に依存し

ている｡だから,照葉樹林帯や夏緑樹林帯に固有

の動物が,少なくとも一次消費者の中には,たく

さんいてもよさそうなものである｡

昆虫にとっては寄主植物が-種類というのは稀

で,普通は何種類か知られているC例えばアゲ-

チョウの寄主植物は, ミカン ･カラタチ ･サンシ

ョウなどの ミカン科植物である｡ しかし,このこ

とを考慮に入れたとしても,動物の分布は寄主植

物の分布 とは一致せず,極めて局地的である｡要

するに,照葉樹林や夏緑樹林に固有の動物は無数

にいるが,植物のように区分はできないのである｡

ただ,昆虫類には夏緑樹林の分布にその分布が

図8 夏緑樹林帯に多く見られる昆虫類
Aは葉上に静止したジョウザンミドリシジミを示

し,Bはタンナサワブタギの葉に止ったナガバヒメ
･､十カミキリを示す｡

ジョウザンミドリシジミは7月の初めに大日｣･横

手道で撮影したものだが,7月上旬になると多くの
ミドリシジミの仲間が羽化し,至るところで雄の追

っかけ会いが見られる｡表面が青緑色の金属光沢に
かがや(美しい蝶なので,普段はめったに人に全う
ことのないこの小道も,この時期になると長いつぎ

樺を振り回している採集者の姿が巨=こつく｡
右側の写真のカミキリムシは同じ時期に大山の三

ノ沢付近で撮影されたものであるが,山中に咲く樹
の花にはカミキリムシを始めとした多くの昆虫類や

双週類が集まるo理由はよくわからないが,特に白
い花には多く集まる｡
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ある程度対応 しているものがいる｡カミキリムシ

の中にヒメ-ナカミキリ属 (Pidonia)という分類

群があるが,この仲間の多くの種はフナ 帯に分布

が集中する｡これらのカミキリの多くは7丁 や ミ

ズナラの枯木に食い入っているであろうし,ブナ

やイヌフナ が食草 となるフジミドリシジミ (煤)

も夏緑樹林帯の昆虫と言ってよいだろう (図8)｡

魚ではイワナの分布がある程度対応するかもし

れない｡中国地方のイワナは中国山地の日本海側,

河川の最上流部に生息する｡昼間は全 く姿を見せ

ないが,夜中の12時を過 ぎた頃から明け方にかけ

て,懐中電燈を持って小川を見て歩けば採集する

ことができる｡クモの巣を顔いっぱいにくっつけ,

図9 ミズナラの立ち枯れ木

天然林になるとこの写真のような立ち枯れや倒木

が目立つようになる｡生きて秦を出している時には

蝶や蛾の幼虫の食物となり,枯れ始めると多くの甲
虫類幼虫のすみつくところとなる｡写真をとった時

期 (5月)には,アカゲラがひんぽんにこの木に虫
をとりに来ていた｡

何年かすればこの木も倒木になり,朽木と仮すだ

ろう｡そうなると,また別の昆虫類の幼虫の餌とな

り,またいろいろな動物のすみ家を提供することに
なるO

この木を母体にした食物連鎖を考えて行くと,1本

の樹が巷いうる動物の数と種類数は著しく多いこと
に気づ(であろう｡(大山三ノ沢,文珠堂にて)
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暗闇の恐怖に後込みしながらも,やっとあの程々

色の魚を手にした時の感激は忘れようもない｡た

だ,イワナは水温の好みがたまたまブナ帯の小川

の水温と一致したものであって,夏緑樹林と直接

のつながりがある訳ではなかろう｡

更に,照葉樹林帯となると生息する昆虫類は枚

挙にいとまがないほどであるが,優占種であるシ

イ ･カシ ･クスノキ ･タブのみを食樹としている

種類は多くないようなので,照葉樹林帯の昆虫あ

るいは動物という表現はあまり良い響きを持たな

い ｡

最後に,最も重要なこととして,天然林におけ

る種の多様性に触れておきたい｡ここが自然保護

にとっては大切な点だからである｡

照葉樹林でも夏緑樹林でも,伐採後に再生した

二次林では生息する動物の堕準塾は,自然林に比

べ著しく少ない｡これは,若い林になるほど生物

的環境が貧弱になり,生活できる生物の種類が減

ってくるからである｡ 天然林を例にしてそのこと

をもう少し具体的に考えてみよう｡

遷移のところで述べたことからも容易に想像で

きるが,天然林はいろいろな樹齢の木から構成さ

れている｡その中にはすでに枝の多くが枯れ,木

全体が立枯れの状態にある樹も少なくない(図9)0

こうなるとす ぐにカミキリムシやタマムシの幼虫

の食い入るところとなる｡これらの虫が多ければ,

それを捕食するコメッキムシの幼虫や寄生パテの

仲間も増加することになるだろ う ｡ 成虫がたくさ

ん羽化すると,今度はそれを捕食する野鳥や小幡

乳類の種類も当然増加する. 一方,古 くなった大

木には樹洞が多く見られ,水でもたまればそこが

新たな種類の動物の生活場所になる｡ 倒木になる

とさらに別な種類の昆虫,例えばクワガタムシや

ゴミムシの食す所となろうし,コケのむした朽木

の下は湿度がよく保たれ,ワラジムシや ミミズ等

の生活の場を保障することになるだろう｡

かって浅海で誕生した生物は,気の遠 くなるよ

うな年月をかけて,地球表面のさまざまな環境に

進出した｡新しい環境に侵入するためには,まず

塩分や湿度の減少,温度の変化 といった無機環境

への適応が必要である｡ しかし,それを克服して

からは,新たな問題に直面することになる｡ すな

わち,生物自身の生活によって作 り出される新た

な環境(生命環境)が生じ,そこに他の種(species)

が生活できる余地が生れるのである｡

生物の社会は捕食者と被捕食者の関係によって

結ばれている｡ もちろんその関係は多くの経路が

あり,多少の柔軟性もあるので,そう単純ではな

い｡しかし,基本的にはこのような関係を基礎 と

して作 り出される生命環境の多様性が種の多様性

をもたらしていることは間違いない｡私達は,天

然林を構成する樹木と,それに生活を依存してい

る生物の集団にそのことをはっきりと見てとるこ

とができる｡

環境問題が注目され始めてから,最近やっと人々

は自然のことに目を向けてくれている｡ そして,

かけがえのない自然を保護すべきだ,という意見

も少し聞かれるようになってきた｡良い事だと思

う｡ 一方では,自然のいとなみに対する議論が少

ないのもまた事実である｡ 生命環境の実体がもっ

ともっと良く理解されるようになれば,自然の保

護に対するより深い理解も自然に得られるように

なるだろう,というのが私の意見である｡
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